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１．米の消費の数値変化について 
 
（１）家計における米の購買量・購入金額が減少を続けています 
（２）米の消費金額は年代別に見るとかなり異なる傾向があります 
（３）小売店の利用減少とスーパーの増加、生協の回復 
 
２．食生活意識の変化と米の消費について 
 
（１）料理は手間をかけない 
（２）米購入先の理由の第 1位が価格が安い 
（３）無洗米の利用が急速に伸びています 
（４）無洗米は幅広い年齢層に利用されています 
（５）手軽に雑穀がとれる商品が伸びています 
 
３．表示に対する信頼度 



１．米の消費の数値変化について 

（１）家計における米の購買量・購買金額が減少を続けています 
家計調査における１世帯当りの米の購買量、購買金額とも減少を続けていま

す。2001 年は年間４万円を割り込み、購買量も 100kg を割り込みました。Kg 当

り単価も 400 円をきりました。2002 年も同様の傾向ですが、kg 当り単価の下落

幅が減少してきています。 

 
資料１．米の年間家計支出（総務省／統計局／家計調査） 
年度 年間金額 前年比 数量(kg) 前年比 kg価格 前年比 

1980年 70,043 ――― 174.94 ――― 400 ――― 
1981年 71,803 102.5 171.08 97.8 420 104.8 
1982年 73,363 102.2 167.03 97.6 439 104.7 
1983年 73,413 100.0 162.95 97.6 451 102.6 
1984年 74,653 101.7 160.92 98.8 464 103.0 
1985年 75,302 100.9 157.14 97.7 479 103.3 
1986年 74,397 98.8 153.52 97.7 485 101.1 
1987年 70,177 94.3 144.95 94.4 484 99.9 
1988年 64,412 91.8 134.26 92.6 480 99.1 
1989年 63,679 98.9 130.56 97.2 488 101.7 
1990年 62,554 98.2 125.78 96.3 497 102.0 
1991年 61,831 98.8 123.81 98.4 499 100.4 
1992年 62,225 100.6 120.58 97.4 516 103.3 
1993年 65,458 105.2 121.93 101.1 537 104.0 
1994年 63,444 96.9 107.98 88.6 588 109.4 
1995年 52,852 83.3 106.42 98.6 497 84.5 
1996年 49,964 94.5 104.91 98.6 476 95.9 
1997年 47,365 94.8 102.81 98.0 461 96.7 
1998年 45,475 96.0 103.53 100.7 439 95.3 
1999年 43,611 95.9 101.99 98.5 428 97.3 
2000年 40,846 93.7 100.40 98.4 407 95.1 
2001年 38,612 94.5 97.83 97.4 395 97.1 
2002年 37,229 96.4 95.15 97.3 391 99.0 
 



（２）米の消費金額は年代別に見るとかなり異なる傾向があります 
ここ数年「消費支出」も「食費」も減少傾向にある中で、「米･麦」も減少し

ています。全体はまだ 500 円ほど「米･麦」の方が多くなっていますが、20～30

代では逆に「ﾊﾟﾝ･めん･その他」の方が多くなっています。20 代と 60 代以上で

は「米・麦」が増加しています。 

 
資料２－１．「米･麦」と「パン･めん･その他」（日本生協連／全国生計費調査） 

 消費支出 前比 食 費  前比 米･麦 前比 ﾊﾟﾝ･めん他 前比 

1997 年 458,351 101.3 72,868 99.0 5,736 94.0 4,396 96.9 

1998 年 465,374 101.5 72,823 99.9 5,357 93.4 4,396 99.9 

1999 年 457,202 98.2 70,655 97.0 5,279 98.5 4,302 97.9 

2000 年 449,531 98.3 68,032 96.3 4,974 94.2 4,200 97.6 

2001 年 437,270 97.3 67,620 99.4 4,755 95.6 4,234 100.8 

2002 年 430,295 98.4 65,212 96.4 4,662 98.0 4,079 96.3 

(注)「米･麦」と「ﾊﾟﾝ･めん･その他」は実利用者平均のため、金額がかなり高めにでる。 

資料２－２．年代別の変化（日本生協連／全国生計費調査） 

1997 年 全体 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 

米･麦 5,736 2,946 4,602 6,771 6,280 5,163 

ﾊﾟﾝ･麺他 4,396 2,887 4,384 5,494 4,381 2,853 

1998 年 全体 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 

米･麦 5,357 3,223 4,369 6,082 5,891 4,843 

ﾊﾟﾝ･麺他 4,396 3,222 4,304 5,538 4,141 2,950 

1999 年 全体 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 

米･麦 5,279 2,828 4,286 6,109 5,847 4,822 

ﾊﾟﾝ･麺他 4,302 2,948 4,166 5,382 4,426 2,846 

2000 年 全体 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 

米･麦 4,974 2,943 3,975 5,625 5,588 4,761 

ﾊﾟﾝ･麺他 4,200 3,558 3,932 5,247 4,362 2,945 

2001 年 全体 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 

米･麦 4,755 2,677 3,583 5,600 5,164 4,445 

ﾊﾟﾝ･麺他 4,234 3,173 4,071 5,185 4,323 3,083 

2002 年 全体 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 

米･麦 4,662 2,708 3,519 5,369 5,004 4,563 

ﾊﾟﾝ･麺他 4,079 3,264 3,804 5,170 3,998 3,024 



（３）小売店の利用減少とスーパーの増加、生協の回復 

米をどこで購入するか。日本生協連で実施した「全国生協組合員意識調査」（全

国 6000 名の組合員を対象に実施。毎回ほぼ 4500 名前後の回答をいただいてい

ます）によると、97 年との比較ではスーパーが 14%から 18%へ増加しているのに

対して、その他（生協やスーパー以外の小売店）では 41%から 30%へ大きくシェ

アが減少しています。生協は店舗と共同購入をあわせて 26%とほぼ同水準を維持

しています。米の購入先としてスーパーが増加しています。 

生協全体の米の売上状況をみると、98 年より 900 億円を割り込んでいた米の

売上は、2002 年度に 928 億円に回復をしました。 

資料３-1 ：米の購入先   「全国生協組合員意識調査」（日本生協連）
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資料 3-2．生協における「米」事業に関する実績データ 「生協の経営統計」（日本生協連） 

「米穀」分類 総供給高 増 減 
1992年度 1203億円 ＋66億円 
1993年度 1423億円 ＋220億円 
1994年度 868億円 ▲555億円 
1995年度 918億円 ＋50億円 
1996年度 974億円 ＋56億円 
1997年度 908億円 ▲66億円 
1998年度 870億円 ▲28億円 
1999年度 876億円 ＋6億円 
2000年度 882億円 ＋6億円 
2001年度 877億円 ▲5億円 
2002年度 928億円 ＋51億円 



２．食生活意識の変化と米の消費について 

 

（１）料理は手間をかけない 

 
日本生協連の「全国生協組合員意識調査」によると、食生活に関する態度で、

「料理にじっくり時間をかける」人は全体の半数以下となりました。他項目と

比較して格段低い数字となっています。 
「体によいものは積極的に利用するほうだ」、「栄養のバランスに配慮して食

べる方だ」ということについて「あてはまる」「ややあてはまる」とした人は 85%
にのぼり、健康に配慮した食生活に強い要望があることがわかります。 
  一方、「おいしい料理や食品にお金をかける」をあてはまらないとしたのは約

3割にのぼっています。食品に対する支出も引き続き抑制傾向にあるといえます。 

  最近の調理や食生活の傾向に関するキーワードとして、「簡便」「健康」「節約

（価格）」の 3点があげられます。 

 

 
 
 

資 料 ４ ：  食 生 活 に 関 す る 考 え  「 全 国 生 協 組 合 員 意 識 調 査 」
（ 日 本 生 協 連  2 0 0 3 年 ）
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（２）米購入先の理由の第 1位が価格が安い 

「全国生協組合員意識調査」によると、米の購入先の選択理由は、1997 年に

は「配達便利」が 1 位だったものが、2000 年から「価格が安い」が１位となっ

ています。特に 20 代 30 代で「安さ」へのこだわりが強いといえます。また「産

地が明確」は 2000 年から４位に入ってきており、「安全性が高い」よりも高く

なっています。 

資料 5-1：米の購入理由ベスト５「全国生協組合員意識調査」（日本生協連） 

   1997 年調査   2000 年調査   2003 年調査   

 1 位 配達便利 17.7% 価格が安い 29.5% 価格が安い 29.5% 

 2 位 価格が安い 14.7% 近い便利 27.1% 配達便利 26.7% 

 3 位 近くにある 13.9% 配達便利 26.5% 近い便利 26.7% 

 4 位 安全性が高い 11.8% 産地が明確 25.2% 産地が明確 26.2% 

 5 位 味がよい 11.7% 安全性が高い 21.0% 安全性が高い 23.8% 

（注）1997 年は 1択式、2000 年以降は３択式なので単純比較は出来ない。 

 

《資料 5-2》 年齢別米の購入理由    「全国生協組合員意識調査」（日本生協連 2003 年） 
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3122 830 747 834 927 222 823 159 544 39 280 57 292 62 
合  計 

100 26.6 23.9 26.7 29.7 7.1 26.4 5.1 17.4 1.2 9 1.8 9.4 2 

77 25 20 21 30 4 11 1 11 1 6 - 15 - 
20 歳代 

100 32.5 26 27.3 39 5.2 14.3 1.3 14.3 1.3 7.8 - 19.5 - 

574 155 123 174 230 36 97 28 93 4 65 6 68 1 
30 歳代 

100 27 21.4 30.3 40.1 6.3 16.9 4.9 16.2 0.7 11.3 1 11.8 0.2 

843 214 197 245 288 49 194 36 149 9 75 13 97 17 
40 歳代 

100 25.4 23.4 29.1 34.2 5.8 23 4.3 17.7 1.1 8.9 1.5 11.5 2 

928 241 239 199 250 75 301 51 181 15 83 19 75 15 
50 歳代 

100 26 25.8 21.4 26.9 8.1 32.4 5.5 19.5 1.6 8.9 2 8.1 1.6 

509 139 135 124 99 43 166 31 93 8 37 11 31 17 
60 歳代 

100 27.3 26.5 24.4 19.4 8.4 32.6 6.1 18.3 1.6 7.3 2.2 6.1 3.3 

191 56 33 71 30 15 54 12 17 2 14 8 6 12 
70 歳以上 

100 29.3 17.3 37.2 15.7 7.9 28.3 6.3 8.9 1 7.3 4.2 3.1 6.3 

 



（３）無洗米の利用が急速に伸びています 
生協においては、米の売上に占める無洗米の比率が急速にのびています。 

資料６は都市部のある生協の米売上に占める無洗米比率の推移です。無洗米

は 1998 年度から取扱いを始め、翌 1999 年度には 3割強、2002 年度には米販売

量の 7割近くを無洗米が占めるに至っています。 

店舗での、無洗米とそれ以外の米の比率はほぼ半々であるのに対して、共同

購入や個配などの無店舗での販売では７：３と無洗米の方が多く売れています。

共同購入などの無店舗の販売では、商品案内（チラシ）を使って、利用方法の

説明などを伝えており、これが利用を促進していると考えられます。 

 

 

資料６  都市部にある生協の無洗比率
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（４）無洗米は幅広い年齢層に利用されています 

主婦連が 2001年に実施した「米の消費動向調査」によると無洗米を利用した
ことがある人は全体で 33.4%、ない人が 63.8%と 1/3 が利用経験者となってい
ます。年代別には、30 代での利用が高くなっていますが、20 代～50 代ではい
ずれも 3 割前後が利用しており、幅広い年代層で支持されていることがわかり
ます。（資料７-1） 
  利用したことのある人に利用した理由をきいたところ、「洗う手間が省けるか
ら」が 72.7%と圧倒的に高く、次いで「環境にやさしいといわれているから」
が 58.3%と続いています。 
 

資料7-1  無洗米を買ったことがあるか  「米消費動向調査」
      （主婦連2001年）
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資料7-2 無洗米を買った理由（複数回答） 「米消費動向調査」
（主婦連2001年）

16.3

26.1

58.3

72.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

価格が見合っていると思ったから

環境にやさしいといわれているから

洗う手間が省けるから

 

% 

% 



（５）手軽に雑穀がとれる商品が伸びています 

米関連商品の伸びが続いています。特に、麦や雑穀を炊飯器で手軽に炊ける

商品の供給の伸びが大きくなっています。「十種雑穀」「五穀ごはんの素」など

雑穀を手軽にとれる商品の利用がのびています。 
レトルトや冷凍米飯なども、味のバリエーションや形状のバリエーション（小

さくして子どもが手軽に食べられる大きさにする：プチオムライスやプチおむ

すび）をつけることによって、お米を手軽に食べられる商品として利用が高ま

っています。 
 

資料８：日本生協連米関連商品売上実績（日本生協連）
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３．表示に対する信頼度 

本年の 6月～7月に実施した「全国生協組合員意識調査」と昨年の 5月に実施

した内閣府からの委託調査である「食品表示に関する消費者の意識調査」と両

方の調査で、食品に関する表示に対する信頼度を調べました。 

昨年と比較して、肉類の産地表示、消費期限表示に対する信頼度は回復傾向

をみせ、他の項目もほぼ横ばいもしくは若干改善傾向を示している中で、米の

産地・銘柄表示に対する信頼度だけが低下しています。 

食品表示に対する信頼度（2003年6月～7月）
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食品表示に対する信頼度（2002年5月）
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「全国生協組合員意識調査」 
（日本生協連 2003年 6月～7月） 

「食品表示に関する消費者の意識調査」 

内閣府国民生活局  (調査実施日本生協連  2002年5月） 



図1。お米の消費スタイルの変化
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図2.日 本生協連における米飯加工品の展開
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ぐ

レトルト白飯
レトルト赤飯

冷凍焼きおにぎり

冷凍チャーハン

冷凍ピラフ
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